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宮城県渋滞対策連絡協議会

松島町交通社会実験に合わせた
渋滞対策について

令和５年９月１１日

資料１
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①松島町交通社会実験の背景
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1．松島海岸地区の現状

【現状】
○松島海岸地区を含む日本三景松島は，令和元年には全国から２９８万人が訪れ
るなど日本を代表する観光地。

○新型コロナウイルス感染症の流行により，観光客の入り込みは２年連続減少。

○松島海岸地区を通過する国道45号は主要幹線道路であるため，観光客等の
普通車に加え,経済活動を支えるトラックなど大型車両が頻繁に往来。

日本三景 松島
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2．松島海岸地区の現状 国道45利⽤ＯＤ
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・国道45号を通過する交通のうち、町内に目的のない通過交通は小型車で約6割、大型車で
約9割であり，大型車両は大部分が通過車両である。
・松島町外から町内へ来訪する交通は、小型車で約3割、大型車は約１割占める。

通過交通

内々交通

内外交通

3．松島海岸地区の現状 通過交通割合



【周辺道路の交通状況
（通過交通の交通量①）】

• 国道４５号上り方向は、鳴瀬奥松島IC付
近を通過した交通を100％とした場合

• 約５割（約4400台/日）が国道45号を経
由して塩竃方面へ通過

• 約３割（約2700台/日）が県道仙台松島
線を経由して利府・仙台方面へ通過

• 松島海岸地区周辺を目的としている交
通は約４％（約400台/日）

4-1．松島海岸地区の現状 ⾛⾏経路（⽯巻→塩竈、利府）

一般道
利用経路

上段：割合×R3センサス（台/日）
下段：（ETC2.0経路割合（％））

＜凡例＞

松島大郷IC

松島北IC

愛宕交差点

渋滞箇所

渋滞箇所

松島海岸駅

陸前浜田駅

至塩竈市

至石巻市

出典：ETC2.0プローブデータ
2022年5月のGW除く休日、昼12時間
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4-2．松島海岸地区の現状 ⾛⾏経路（塩竃→石巻）

一般道
利用経路

上段：割合×R3センサス（台/日）
下段：（ETC2.0経路割合（％））

＜凡例＞

【周辺道路の交通状況
（通過交通の交通量②）】

• 国道４５号下り方向の交通量は、浜田交
差点を通過した交通を100％とした場合

• 約５割（約4000台/日）が国道４５号を経
由して石巻方面へ通過

• 松島海岸地区周辺を目的としている交通
は約１９％ （約1700台/日）

松島大郷IC

松島北IC

愛宕交差点

渋滞箇所

渋滞箇所

松島海岸駅

陸前浜田駅

松島海岸IC

利府中IC

鳴瀬奥松島IC

至塩竈市

至石巻市

出典：ETC2.0プローブデータ
2022年5月のGW除く休日、昼12時間
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【周辺道路の交通状況
（通過交通の交通量③）】

• 仙台松島線下り方向の交通量は、赤沼
松島線との交差点を通過した交通を
100％とした場合

• 約３割（約4600台/日）が仙台松島線を経
由して石巻方面へ通過

• 松島海岸地区周辺を目的としている交通
は約４％（約700台/日）

4-3．松島海岸地区の現状 ⾛⾏経路（利府→石巻）

一般道
利用経路

上段：割合×R3センサス（台/日）
下段：（ETC2.0経路割合（％））

＜凡例＞

松島大郷IC

松島北IC

愛宕交差点

渋滞箇所

渋滞箇所

松島海岸駅

松島海岸IC

利府中IC

鳴瀬奥松島IC

至利府町

至石巻市

陸前浜田駅

至塩竈市

4,551台/日
（28%）

出典：ETC2.0プローブデータ
2022年5月のGW除く休日、昼12時間
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5-1．松島海岸地区の課題（１）

【課題１ 慢性的な交通渋滞の発生】

◆１日に約１９，０００台（うち大型車３，８００台）の車両が頻繁に往来するとともに,特にクラン
ク形状の箇所では,大型車が多いことから通行速度の低下が発生している。

◆沿道駐車場への駐車場待ち車両が多く，渋滞の一因となっている。

◆国道４５号と県道赤沼松島線の交差点（ＪＲ松島海岸駅付近）では,県道からの左折車両
が滞留し，県道で渋滞が発生している。

県道赤沼松島線の渋滞国道４５号の渋滞
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松島駅

松島
海岸駅

陸前浜田駅

愛宕駅

5-2．松島海岸地区の課題（１）交通状況

全車種 19,356台/日
大型車 3,757台/日
大型混入率 （0.19）
混雑度 1.41

全車種 17,782台/日
大型車 3,989台/日
大型混入率 （0.22）
混雑度 1.25全車種 5,210台/日

大型車 464台/日
大型混入率 （0.09）
混雑度 0.43

全車種 1,468台/日
大型車 144台/日
大型混入率 （0.10）

混雑度 0.18

全車種 11,056台/日
大型車 1,671台/日
大型混入率 （0.15）
混雑度 1.08

全車種 9,764台/日
大型車 1,638台/日
大型混入率 （0.17）
混雑度 0.84

全車種 15,888台/日
大型車 2,063台/日
大型混入率 （0.13）
混雑度 1.16

全車種 17,332台/日
大型車 4,294台/日
大型混入率 （0.25）
混雑度 1.16

出典：R3センサス

松島北IC松島大郷IC

松島海岸IC

利府中IC

手樽駅

陸前
富山駅 陸前

大塚駅
高城町駅

45

45

鳴瀬奥松島IC

全車種 8,700台/日
大型車 969台/日
大型混入率 （0.11）

混雑度 0.74

混雑度＝
交通容量(台/12h)

交通量(台/12h)

1.00以下：混雑がなく、円滑
に走行
1.00～1.25：混雑する時間
が1～2時間
1.25～1.75：混雑する時間
が加速度的に増加

全車種 28,776台/日
大型車 4,150台/日
大型混入率 （0.16）
混雑度 0.55

全車種 27,578台/日
大型車 3,945台/日
大型混入率 （0.14）
混雑度 0.49

全車種 27,942台/日
大型車 3,976台/日
大型混入率 （0.14）
混雑度 0.51

全車種 26,449台/日
大型車 3,715台/日
大型混入率 （0.14）
混雑度 0.49

全車種 19,689台/日
大型車 4,401台/日
大型混入率 （0.22）
混雑度 1.49

Ｅ 45

Ｅ 45

主要渋滞箇所

・国道45号の混雑度は1.16～1.49、大型車混入率は19～25%
・県道仙台松島線の混雑度は0.84～1.16、大型車混入率は13～17%
・仙台松島道路の混雑度は0.49～0.55、大型車混入率は14～16％
・県道小牛田松島線の混雑度は0.18、大型車混入率は10%
・県道赤沼松島線の混雑度は0.43～0.74、大型車混入率は9～11%
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5-3．松島海岸地区の課題（１）交通状況

• 松島海岸駅前及び愛宕交差点付近において平日・休日問わず慢性的な渋滞が発生している状況
である。

• なお、平日は8時～17時、休日は9時～18時にかけて渋滞が発生

速
度
低
下

速
度
低
下

速
度
低
下

速
度
低
下
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5-4．松島海岸地区の課題（１）交通状況

• 駐車場付近で旅行速度の低下が発生しており、特に下り車線（石巻方面）の駐車への出入り（空き待
ち）車両が渋滞の要因となっていることが考えられる。

出典：ETC2.0プローブデータ（R3年度GW中の12時時点の旅行速度）
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6．松島海岸地区の課題（２）

【課題２ 観光客の動線や安全性の確保】

◆国道45号により，内陸部(瑞巌寺や円通院等)と海岸部(五大堂や遊覧船乗り場等)に
分断されており，観光客の円滑な回遊が困難である。

◆国道４５号を横断する観光客はじめ歩行者の安全で安心な歩行空間の確保が求めら
れている。

国道４５号の混雑状況
瑞巌寺

五大堂
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7．事故発生状況

• 松島海岸地区の事故発生要因は、車両同士の追突が多く、渋滞等で停止した時に後方車
から追突される事故が多い。

出典：イタルダデータ

松島町全域の死傷事故率
宮城県平均の1.1倍
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8．観光動線

• 内陸部の観光施設（瑞巌寺や円通院）と沿岸部の観光施設（五大堂や遊覧船乗り場）が
国道４５号で分断されており、往来には国道の横断が必要

土産店や飲食店の多いエリア
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②Ｒ４松島交通社会実験の効果・課題



1．R4 松島町交通社会実験の目的

慢性的な交通渋滞の解消，大型車両の流入抑制

観光客等，歩行者の「安全」で「快適」に「通行・滞留できる空間」の確保

〈課題解決の方向性〉

「日本三景松島の更なる魅力向上に向けた，

安全で安心な賑わいのある道路空間の構築」

〈目指すべき姿〉

過去の社会実験の検証結果を踏まえ，観光地「松島」として相応
しい道路空間の活用を見据えた交通社会実験を実施する。

〈実現に向けた取り組み〉
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2．R4 第１回松島町交通社会実験について

令和４年度 第１回 松島町交通社会実験（実施主体：松島町交通社会実験協議会）
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3．令和４年度松島町交通社会実験の概要(交通規制)

１０月２８日から３０日の３日間(10:00～15:00)，松島レストハウスから松島第一駐車場までの
250ｍ区間を通行規制，松島海岸駅交差点から松島レストハウスまでの450m区間を大型車
両通行規制を実施した。
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4．令和４年度松島町交通社会実験の概要(迂回路)

社会実験中は国道４５号の通過交通を周辺道路に迂回路を設定し通行させた。

（石巻方面からの迂回）
＜塩釜方面へ＞
①国道４５号「愛宕交差点」から仙台松島線へ
②小牛田松島線に左折
③赤沼松島線に右折
④井戸尻放森線に左折
⑤国道４５号に合流

＜利府方面へ＞
①国道４５号「愛宕交差点」から仙台松島線へ

（塩釜方面からの迂回）
＜石巻方面へ＞
①国道４５号「浜田交差点」から井戸尻放森線へ
②赤沼松島線に右折
③小牛田松島線に左折
④仙台松島線に右折
⑤「愛宕交差点」から国道４５号に合流

迂回路の方針
・混雑度の低い

「県道小牛田松島線」
「県道赤沼松島線」
「町道井戸尻放森線」 等

を中心に迂回させる。
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5．交通量・渋滞⻑調査の結果(迂回路の交通量)

迂回路の交通量は全線で増加し，小牛田松島線は増減率が最も多く，想定した迂回路を通行
したことが見えた。

路線名 平休
実験前

（台/5ｈ）

実験中

（台/5ｈ）

増減量

（台/5ｈ）
増減率

断面①

仙台松島線

平日 3,802 4,833 1,031 27％増加

休日 4,197 5,518 1,321 31％増加

断面②

小牛田松島線

平日 1,558 3,914 2,356 151％増加

休日 1,930 3,989 2,059 107％増加

断面③

赤沼松島線

平日 3,125 4,028 903 29％増加

休日 3,716 4,535 819 22％増加

断面④

井戸尻放森線

平日 1,153 2,493 1,340 116％増加

休日 1,363 2,806 1,443 106％増加

【交通量調査箇所図】 【社会実験時と通常時の交通量の比較】

【ピーク時方向別交通量】

路線名 平休
実験前

（台/ｈ）

実験中

（台/ｈ）

増減量

（台/ｈ）
増減率

④愛宕交差点

石巻方面⇒右折

平日 269 409 140 52％増加

休日 318 488 170 53％増加

⑤陸前浜田交差点

塩竃方面⇒左折

平日 120 286 166 138％増加

休日 166 309 143 86％増加

⑥石田沢防災センター前

小牛田松島線⇒右折

平日 165 347 182 110％増加

休日 185 320 135 73％増加
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6．交通量・渋滞⻑調査の結果(三陸道の交通量)

仙台松島道路の交通量は社会実験の前後と比較して，大きな変化はなく，転換は確認できな
かった。

31,436
32,832 32,016

28,205 28,307 28,709 29,429
31,544 32,434 31,488

26,579 26,116
28,513 28,982 29,485

31,515
29,774

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

松島北IC～松島大郷IC

31,118 32,181 30,936
27,865 27,731 28,106 28,784

31,164 31,784
30,357

26,226 25,775
28,227 28,116 29,090

30,778
28,785

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

松島大郷IC～松島海岸IC
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７．交通量・渋滞⻑調査の結果(迂回路の渋滞⻑)

渋滞長のピークは10時の愛宕交差点で平日は石巻方向1,350m，休日は650mとなった。
渋滞長は11時台には解消した。

【交通量調査箇所図】
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8．交通量・渋滞⻑調査の結果(経路分析平日)

社会実験時は8月上旬の8割の交通量であり，石巻側から利府方面へ通行する車両は約4割

が仙台松島線を通っていた。高城桜渡戸線も通常より交通量が増加し，迂回路として見込ん
でいた仙台松島線から小牛田松島線よりも交通量は多い。

通常時(平日)

（１．０）

８１％

８０％

実験時(平日)

（０．８０）

８６％

８０％

「第４回松島町交通社会実験協議会資料」 「第４回松島町交通社会実験協議会資料」
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9．交通量・渋滞⻑調査の結果(経路分析休日)

社会実験時は8月上旬の8割の交通量であり，石巻側から利府方面へ通行する車両は半分が
仙台松島線を通っており，小牛田松島線を迂回している車両は国道45号から高城桜渡戸線を
通る車両が半分あった。

（１．０） （０．８２）

７５％

８４％

８１％ ７１％

通常時(休日) 実験時(休日)「第４回松島町交通社会実験協議会資料」 「第４回松島町交通社会実験協議会資料」
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10．令和４年度松島町交通社会実験の主な効果と課題

通過交通の迂回については、概ね円滑な交通を確保できたが、国道４５号「愛宕交差点」
において１時間程度の渋滞が発生した。

0

500

1000

1500

10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00

平日 休日

渋
滞
長

（
ｍ
）

「愛宕交差点」
「石巻市⇔塩竈市」・「石巻市⇔利府町」の通過交通
が集中

石巻市
方面

松島海岸
方面

利府町
塩竈市（実験時）
方面

社会実験時は、警察官による信号現示の手動制御を実施
したが、渋滞が発生

渋滞ピーク 平日 1,350ｍ
休日 650ｍ

仙台松島道路への転換による一般道の通過
交通の負荷軽減が必要

最大1,350mの渋滞が発生
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11．松島海岸地区における将来の目指すべき姿

将来の目指すべき姿 今後の対応方針（検討事項）

１ 国道４５号周辺の景観や空間の質の向上
・通過交通の低減による、より景観を楽しめる環境の確保
・通過交通の低減による、騒音・振動等環境負荷の低減

１．通過交通の低減
・国道４５号から周辺道路への交通転換
・新たな道路整備
・三陸道の有効活用 等

２．円滑な交通誘導と自動車総量の低減
・DX技術を活用した駐車場の空き情報の提供
・DX技術を活用した渋滞状況、渋滞予測の可視化
・町営駐車場等から海岸地区までのシャトルバス等を運行
・自動車から鉄道や観光船等の公共交通機関等への転換
・松島海岸駅前交差点の改良 等

３．道路空間の有効活用
・車道を活用した休憩・イベントスペースや、ゆとりのある通行ス
ペースの確保

・道路空間の有効活用による、安全な観光動線の確保
・地元商店街等による、道路空間を活用した賑わいづくり
・車イスやシニアカー、更には新たなモビリティの走行空間の確保

等

４．バリアフリー・カーボンニュートラルの推進
・観光客等が滞留したり、休憩するスペースの確保
・渋滞解消によるCo2削減
・２次交通手段のEV化 等

２ 観光客の安全・安心の確保
・安全な観光客等の動線を確保し、安全して周遊できる
環境を確保

・渋滞等を解消し、交通事故の発生を抑制

３ 観光客の利便性の向上
・観光客の渋滞損失の低減による、滞在・周遊時間の増加
・２次交通手段改善による、観光客の利便性の向上

４ 地域の賑わいの創出、公共空間の利活用
・道路空間の有効活用による、観光客の滞留を促進
・道路空間の有効活用による、賑わい空間の創出

５ バリアフリー空間の確保
・高齢者や体の不自由な方に配慮した移動・滞留空間の
確保

６ カーボンニュートラルの推進
・良好な環境創出に向けたCO2の排出削減
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③Ｒ５松島交通社会実験の概要
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松島町交通社会実験

日本三景「松島」の更なる魅力向上に向け、
安全で安心な賑わいのある道路空間を構築します。

2022年

各日：午前10時～午後３時

実施主体 松島町交通社会実験協議会

日 日

場所：松島海岸地区

日本三景「松島」の更なる魅力向上に向け
安全で安心な賑わいのある道路空間を構築します

日本三景「松島」の更なる魅力向上に向け
安全で安心な賑わいのある道路空間を構築します

２０２３年２０２３年

第２回 松島町交通社会実験第２回 松島町交通社会実験

１０月１４日（土）～１５日（日）

時間：午前１０時～午後３時
場所：松島海岸地区

実施主体：松島町交通社会実験協議会
ポスターデザイン協力：東北芸術工科大学建築・環境デザイン学科学生
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１．令和５年度社会実験の実施概要

〔目 的〕
慢性的な交通渋滞の解消や大型車両の流入抑制、観光客をはじめ、歩行者の安全で快適な通行・滞留

環境の確保など、日本三景「松島」として、ふさわしい道路空間の構築に向けて、昨年の社会実験の課
題を踏まえ、その効果を検証します。

〔実施時期〕
令和５年１０月１４日(土)～１０月１５日(日)の２日間 １０：００～１５：００(両日)

〔実施内容〕

（１）国道４５号の一部を通行規制
大型車両通行規制区間（７００ｍ）「松島海岸駅前交差点」～「松島公園第１駐車場交差点」のうち

全車両通行規制区間（歩行者天国）（２５０ｍ）…全ての車両の通行を規制する区間
全車両通行抑制区間 （４５０ｍ）…車両の通行を抑制する区間

（２）道路空間の有効活用
・全車両通行規制区間を「歩行者天国」
・道路装飾、イベントスペース、休憩施設として活用

（３）適切な交通誘導及び２次交通の確保
・「周辺駐車場の空き情報を提供等」による速やかな誘導
・シャトルバス、「グリーンスローモビリティ」等の２次交通の運行
・「仙台松島道路」の料金企画割引の実施

グリーンスローモビリティ

（４）地域と連携した「賑わいイベント等の開催」
・道路空間、松島中央広場、松島グリーン広場を活用して様々なイベントを開催
・松島町周辺市町の観光ＰＲ、地場産品販売ブースの出展、特別ツアー等の開催
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２．前回の社会実験の課題及び対応について

項 目 課 題 対 応

交通状況

・「国道４５号の愛宕交差点」で、実験開始直後の1時間程度の渋滞
が発生

・迂回路に指定していない道路へ車両が侵入し断続的な渋滞が発生
・三陸自動車道への迂回車両の転換は進まなかった

事前周知・広報の強化

地域の観光事業者の
理解促進と連携の強化

観光２次交通の
最適化・多様化

観光事業者

・観光事業者へのイベント波及効果が限定的だった
・イベントでの物販等、参画を求める声が多い
・社会実験について、５割が肯定的な評価、否定的な意見は約２割
・売上減が半数、売上増、変化なしが３割
・シャトルバスの運行により、歩行者天国区間以外の沿道店舗への

立ち寄りが減少

観光客

・観光客が「歩行者天国」付近に集中し、周辺店舗等への回遊が
減少した

・お年寄りや体の不自由な方々の移動手段が必要
・社会実験の事前認知割合は５割弱
・県外からのツアー観光への周知が十分ではなかった
・イベントの内容充実を望む意見

道路利用者
（トラック
事業者）

・主要迂回路の「県道仙台松島線」の、幅員狭小や急カーブ等の解
消を指摘する意見が多い

→迂回道路の機能強化に向けた道路改良等の検討を進める
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 早期の事前周知及び複数回の広報の実施
・４月、８月の記者会見での広報を実施
・１０月に、詳細なイベント内容の広報を実施
・ホームページ(ポータルサイトを設置）による広報

 県内外の観光業界へ周知強化
・「賑わいイベント」の広報強化（チラシ・ポスターの作成）
・観光業団体の協力による広報強化
・テレビＣＭの活用

 交通規制の周知強化

・事前周知看板の増設及び大型化
・誘導員の配置計画の見直し

 三陸自動車道への迂回車両の転換

・仙台松島道路の「料金企画割引」の実施

１.事前周知・広報の強化

３．今回の実験のポイント（前回からの改善点等）

仙台松島道路の料金割引
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④Ｒ５仙台松島道路の料金割引について



1．料⾦割引の⽬的

〔目 的〕
観光客の歩行・滞留環境の確保等を目的とした国道４５号の交通規制（社会実験）にあわせ、松島海岸

エリアの交通渋滞の解消や大型車両の流入抑制のため、国道４５号等から仙台松島道路への迂回を図る料
金割引を実施。

＜割引の概要＞
（１）対象期間：１０月７日（土）～１０月１５日（日） （９日間・土日・休日含）
（２）対象区間 ：利府中ＩＣから鳴瀬奥松島ＩＣ
（３）対象時間帯 ：９時５分 ～１６時５５分まで
（４）割引率 ：約３割引（全車種、ＥＴＣのみ）
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2．期間の設定

〔対象期間〕
令和５年１０月７日(土)～１０月１５日(日)の９日間

交通社会実験に合わせ、以下の連続する９日間において料金割引の実施を想定。
①10月 7日～ 9日（３日間） :観光シーズンにおける通常の土日祝
②10月10日～13日（４日間）：観光シーズンにおける通常の平日
③10月14日～15日（２日間）：松島町交通社会実験による国道45号交通規制実施期間
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3．区間の設定

渋滞の発生原因
「松島海岸地区」 → 松島海岸地区周辺への観光交通と通過交通の輻輳
「愛宕交差点」 → 国道４５号及び県道仙台松島線を通行する通過交通の輻輳

主に対象となる通過交通
仙台市・利府町方面
塩竈市・多賀城方面

石巻市・東松島市

８

８

８

通過交通概略図

石巻市
東松島市方面

塩竈市
多賀城市方面

仙台市
利府町方面

塩竈市
多賀城市方面 石巻市

東松島市方面

仙台市
利府町方面

▲通過交通割合（P5再掲）

▲国道45号利用ＯＤ（P4再掲）

▲松島海岸地区周辺交通の走行経路（P6,7,8を概略化）

根廻交差点

松島町高城交差点
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〔起点の設定〕
・仙台市・利府町方面及び塩竈市・多賀城市方面からの＜乗入ＩＣ＞として適しているのは「利府中ＩＣ」

および「松島海岸ＩＣ」
・しかし「松島海岸ＩＣ」は、日本三景「松島」への最寄りＩＣであり、ハイシーズンには県外からも多く

の観光車両が集中するＩＣであり、今年度の社会実験時にも多くの利用が見込まれる。
・また、「松島海岸ＩＣ」は、信号処理を伴う平面交差ＩＣとなっている上、料金所から県道交差点までの

延長も短いため、特に利用車の多いＧＷ等には、料金所出口から本線にかけて渋滞が発生している。

信号機

4．区間の設定

起点は、「利府中ＩＣ」とする。

H29.5.4

H29.5.4 H30.5.9

H30.5.9

▲料金所出口における渋滞状況

▲Dランプから本線における渋滞状況

〇「松島海岸ＩＣ」を起点とした場合
⇒社会実験時には特に多くの観光客の利用が想定され、観光交通と迂回車両の錯綜に懸念。

〇「利府中ＩＣ」を起点とした場合
⇒通常のフルＩＣで、観光交通の出入りも少なく、これまで渋滞発生実績はない。
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〔終点の設定〕

5．区間の設定

・石巻市・東松島市方面からの＜乗入ＩＣ＞として適しているのは「鳴瀬奥松島ＩＣ」および「松島北ＩＣ」

・しかし「松島北ＩＣ」付近には、「松島町高城交差点」「愛宕交差点」「根廻交差点」３つの主要渋滞箇所
が位置しており、本ＩＣに通過車両を誘発した場合、特に混雑する「愛宕交差点」付近の更なる渋滞の悪化が
懸念される。

松島海岸地区及び愛宕交差点渋滞発生状況（2021・10.21）

（2021・10.29）

（2021・10.21）

愛宕交差点

根廻交差点

松島北IC

休日は特に速度が低下

松島町高城
交差点
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ｚ

〔終点の設定〕

6．区間の設定

最大１，３５０ｍの渋滞が発生

・令和４年度の社会実験時には、「愛宕交差点」においてピーク時に１，３５０ｍの渋滞が発生し、
渋滞が「根廻交差点」や「松島北ＩＣ」出入口まで及んだ。

・割引の終点を「松島北ＩＣ」とした場合、「根廻交差点」の負荷が増加するため、更なる混雑が予想される。

終点は、「鳴瀬奥松島ＩＣ」とする。

0

500

1000

1500

10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00

平日 休日

渋
滞
長
（

ｍ
）

渋滞ピーク 平日 1,350ｍ
休日 650ｍ

令和４年度 社会実験時 愛宕交差点渋滞状況

〇「松島北ＩＣ」を終点とした場合
⇒「根廻交差点」の渋滞が悪化が想定され、「松島北ＩＣ」へのアクセスが困難となることが懸念される。

〇「鳴瀬奥松島ＩＣ」を終点とした場合
⇒周辺に主要渋滞箇所は無く、三陸沿岸道（無料区間）から連続した流入により円滑な交通が見込まれる。

▲愛宕交差点付近の渋滞状況（R4社会実験）

Ｒ４渋滞状況

（主要渋滞箇所）

割引の端末ICになると
より需要の増加が見込まれる

「根廻交差点」
（主要渋滞箇所）
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〔対象時間帯〕
９時０５分から１６時５５分

・時間帯別渋滞状況から、観光渋滞のピークである時間帯において既存割引との連続性も考慮して実施
・平日に適用中の「朝夕割引」（平日：朝６時～９時・夕１７時～２０時・対象全車種）と重複しない

時間帯を設定
・休日は「普通車」「軽自動車等」は、既存の「休日割引」が適用（０時～２４時まで）
・休日の大型車等は企画割引を適用

7．時間帯の設定
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画
割
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日
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引

普
通
車
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大
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等
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引
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引

朝
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朝
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普
通
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40



41

⑤調査計画・効果検証項目



効果の検証について

松島海岸地区における、渋滞の緩和効果を分析するとともに、仙台松島道路への誘発効果及び周辺道路の
交通量、車両通行経路の変化を分析し、料金割引の実施における一般道の負荷軽減効果および料金割引の妥
当性（期間、区間、時間帯）を検証する。

また、道路利用者等へのアンケート調査を実施し、料金企画割引の周知状況や今回の料金企画割引の有効
性や改善点等について把握する。

①松島海岸地区周辺道路の交通量分析

仙台松島道路及び周辺道路におけるトラフィックカウンターのデータ及び交通量調査により、料金企画割引期間
内外の交通量データの比較を行う。

②松島海岸地区周辺道路の経路及び旅行速度分析
ETC2.0プローブデータを用いて、企画割引実施期間内外の平日・休日の車両通行経路及び旅行速度の変化
の比較を行う。

③道路利用者等へのアンケート調査
１０月１４日（土）～１５日（日）に実施される松島町交通社会実験において実施する、観光客及びトラック事業者、
一般道路利用者を対象としたアンケート調査を実施する。

④誘発率及び料金収入への影響分析
料金企画割引期間中のICペア毎の交通量を把握し、平年同期との比較により誘発率及び料金収入への影響に
ついて分析する。［料金割引の結果、減収となった場合は、宮城県と道路公社で協議］

1．効果検証項目
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資料－０

2．調査計画（交通状況調査）

利府中ＩＣ

鳴瀬奥松島ＩＣ

至石巻市

至仙台市

凡例：交通量調査・渋滞長調査箇所
トラフィックカウンター箇所

松島海岸ＩＣ

松島北ＩＣ

松島大郷ＩＣ

利府町

塩竈市

交通量調査箇所位置図

仙台松島道路 トラフィックカウンター位置図
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3．調査計画（交通状況調査）

各調査結果から各路線における「交通量の変化」「旅⾏速度の変化」「渋滞状況」を把握し、料⾦企画割
引による効果および妥当性（期間、区間、時間帯）を検証する。

※仙台松島道路
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⑥広報計画について



広報の実施
・チラシの配布、県・町の広報誌への掲載、ラジオ放送 等、本企画割引の広報を実施

（主な周知先：宮城県トラック協会、日本観光振興協会、レンタカー事業者、旅行代理店 等）

広報計画（チラシ等）

料金割引の認知度向上に向けて、三陸沿岸道路の沿線自治体にも広報の協力をお願いしたい。
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